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最高の結果をもっと早く手に入れたい方のための TRIZ/USIT 活用法
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そう思ってしまっているケースが非常に多く見られます。

　その結果，社長や本部長の号令の下，新製品を市場に

投入しようとするが開発に時間がかかってしまいなかな

か出せない。意欲だけが空回りして技術者が疲弊してし

まっている，もしくはあきらめの気持ちを半分いだきな

がら微かな希望を頼りに頑張っている。ようやく開発し

てもすでにタイミングを逃していて市場からは冷めた目

で見られてしまったり，安価な類似競合製品がすぐに現

れて売り負けてしまう。そこで更に新製品／改良品の開

発に挑まざるをえない・・というサイクルに陥っていま

せんか？

・「今までのやり方を変える」と宣言する

　図 1で表されるように殆どの会社では，会社から技術

者・技術部門に要求があっても，市場が求める最高の商

品を作り出すこと，さらに新しい技術・商品を出し続け

ること，またこれらをタイミング良く結果を出すことが

できていません。大幅に進展を生み出せる組織に生まれ

変わらせることが自社内の人材を集めて頑張ってもらっ

ても困難だと思ったら，何らかの見直しが必要です。

　ブレーンストーミングでアイデアを出そうとしても

自分たちの経験知識の中からしか生まれないためになか

なか革新的な商品にたどりつけなかったり，ヒラメキに

頼って時間をいたずらに浪費してしまう，といったこと

を避けるには，「科学的な創造的思考方法」を用いてア

1　今，企業にとってやるべきことは何か

　東日本大震災に続く金融不安や円高で日本全体が暗い

ムードに覆われています。価格や性能で中国や韓国に競

り負け売り上げが伸びないどころか縮小を余儀なくされ

ているところも少なくありません。円高が悪いと言って

じっとしていても何も改善されません。

・悪いサイクルに陥らない

　もちろん，コスト対策や種々の目的で海外に工場を移

すことも盛んに行われています。しかしコスト競争を行

う限り利益を大きくすることは甚だ困難です。言うまで

もなく，従業員を含めた日本の会社が生き残り発展して

いくには新しい技術を作り新しい商品を出していくこと

が必要です。知的財産権の保護は言うまでもありません

が，後進国あるいは後発メーカーが追いついてくる前に

次の技術を開発するというスピードが必要なのです。

　もちろん，経営者も従業員も新製品を出したいという

気持ちと意欲は十分にあるでしょう。しかし，ユーザニー

ズは多様化し，しかもユーザの目が肥えてきており，高

度成長期のように作ればどんどん売れる時代でもありま

せん。しかし，かつての古きよき時代のイメージを引き

ずっていて，競争に勝てないあるいは商品開発が遅いの

は技術者の知恵の出し方が足りない，ガンバリが足りな

いと思っている経営者・リーダーが多く，技術者自身も
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たものとして使うことができ，組織として最高の結果を

短時間で得られるようになるのです。

2　技術者がやるべきことは何か

　技術者研究者がそれぞれの分野の知識・経験を「ある

程度」持っていることは必要です。しかし電気工学とか

高分子化学とかいった知識を十分に持っていれば，新し

い電気製品や新しいプラスチック製品が生まれるわけで

はありません。しかも，一般に技術者は下記の表 1のよ

うな性格を持っています。これらのすべての項目が技術

イデアを生み出すようにすることが一番です。会社とし

ては今までのやりかたを変えると宣言し，その方向に推

進することです。科学的な創造的思考方法の利用によっ

て，技術者が持っているそれぞれの（潜在的な）力を十

分に引き出せ，かつ技術者のそれぞれの力を掛け合わせ

者研究者の全員に当てはまるとは限らないが，程度の差

はあるにせよ大半の項目が適合していると思われます。

　どの項目も一面から見ると決してまずいものとは限

らないが，別の面から見ると好ましくないことでもあり

ます。技術者研究者というのは自分を含め，上司も部下

も同僚も下記のような性格を持っていると考えるべきで

す。

　実際に課題を解決しようとすると技術者は図 2に書

かれたような悩み・迷いを持ちながら，課題を達成しよ

うと「頑張り」ます。

　技術者研究者は表 1 のような性格を持っていて，し

かも図 2 のような進め方の悩みをかかえているという

ことを前提として課題を解決するにはどうしたらよい

か，と言うと，それには技術者研究者が科学的な創造的

思考方法を身につけてそれを利用していくしかありませ

ん。

・あなたの「ガンバリ方」を変える

　それぞれの分野の知識・経験を一杯身につけても新し

い技術や商品はなかなか生まれないし，竹槍を持って精

神力で頑張って敵と戦っても勝てません。自分の持って

いる知識（固有技術）だけでなく，すでに知られている

図 1　企業の現状ととるべき対策
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① 自分の専門知識にこだわり，他の分野には踏み込まない
　・他の分野にまで踏み込むのは大変だ（今でも手一杯）
② 専門外の人には自分の仕事は分からないと思っている
　・専門外の人に口を出されたくない
③ 本来の目的を忘れ目先の面白い現象にとらわれてしまう
④ 自分の意見を強く主張する→自分の考えにこだわる
⑤ 自分の担当する仕事が中心だと考える
　・他のこと，周囲のこと（テーマ）に興味を持たない
⑥ 良いものを作るためには多少コストがかかっても仕方ない
　・良いものであれば売れる（受け入れられる）はず
⑦ 失敗事例を学ぶ→前例を守る
⑧ ゴールに突き進む→問題点に目をつむる（隠す）

等々

表 1　技術者研究者が持っている性格

図 2　課題解決の進め方の悩み

課題
（会社／社会からの要求）

解決策

 ・自分の専門領域内に解決案があるとは限らない
 ・ 解決策にたどりつく正しいルートをたどって仕事を進めて

いると断言できるだろうか？

過去の経験だけで課題解決できる ??

図 3　技術者に必要な素養

布に例えれば，

 ・固有技術がタテ糸

 ・管理技術がヨコ糸

 ・マネジメントが織り方　　と言えます。

技術者に必要な素養

固有技術
（電気工学，高分

子化学　等）

管理技術
（TRIZ，QFD，TM，

QC 等）

人と組織の
マネジメント



44     研究開発リーダー   Vol.8,  No.11  2012

    わかりやすい「課題解決実践法」　

技術を利用する（管理技術）こと，また自分を含めた周

囲との組織的な活動（人と組織のマネジメント）が求め

られるのです（図 3）。

　しかし，すでに知られている技術を利用すると言って

も情報が洪水のごとくあふれている現在，むやみに情報

を集めても役に立たないどころか混乱に拍車をかけるだ

けです。上手に利用するためには，解決の「方向」を見

据えて，考える「道筋」を手に入れてアイデアを生み出

す方法を身につけることが必要です。そのような方法と

はどういうものかを次章で説明します。

3　最高の解決策を短時間で手に入れる

3.1　解決策の出し方

　解決のために“斬新な”アイデアを“迅速に”出すこ

とが求められる時，個人の知識・知見だけではもちろん，

自部門や自社の知識を集めてもグローバルな競争に勝て

るだけの解決策・アイデアがなかなか得られない。

　達成すべき課題を解決するのには現に多くの手法が

存在します。それらの手法で具体的な解決策を出すには

多くの場合ブレーンストーミングという手法が用いられ

ます。ブレーンストーミングで得られるのは自分やメン

バーの経験の範囲内でしかなく，勘と経験（と度胸）で

「やってみる」が，効率が悪い上に解決案にたどり着い

たと思っても，実は真の解決策に至っていないことが多

いのです。

　“斬新な”アイデアを得るためには，現在（自分は知

らなくても）世の中で知られている優れた結果・方法を

利用し応用して，解決策に到達することが必要です。つ

まり，

 ・ ひらめきに頼る確率の低い属人的な創造思考からの

脱却

 ・ 過去の優れた発明のたどった道から学びとった科学

的な創造的思考方法の会得

が必要となります。具体的には

①  自分の専門分野にのみこだわることをせず，自分

の経験外の分野での知識・情報を広く求め，利用

する。

②  問題の本質を捉えることや問題の解決策を広い視

野で求める ｡

そのために，解決案に向けて指標を与え解決案へのパス

を効率よく発見する系統的な手法が必要になります。

　これが TRIZ です。以下に TRIZ について説明します。

3.2　TRIZ2,3）

（1）TRIZ とは

　旧ソ連の海軍の特許担当者 G. Altshuller（アルトシュ

ラー）が多くの特許を調べていて，優れた発明には一

定の法則のあることを見いだし，課題を解決するための

方法として 1946 年に理論体型の基本を作った。当初数

十万件の（その後弟子達によって 250 万件以上とも言

われる）有用な特許を分析し，技術問題に関わる革新的

な解決の殆どは過去の発明事例からの類比的発想で導く

Теория（Theory ＝理論）
Решения（Solving ＝解決）
Изобретательских（Inventive ＝発明的）
Задач（Problem ＝問題）

ことが可能であるということを見い出した。

　TRIZ とは次のロシア語の頭文字ТРИЗを対応する英

語のアルファベット TRIZ に置き換えたものです。

　TRIZ の基本的な考え方は，固有の問題（自分の問題）

を抽象化したモデルに置き換え（一般化），用意された

モデル解（一般解）に当てはめて解決策を出す，という

技術的矛盾モデル  等

過去の経験

標準的な解

じゅうたん爆撃で解に
ぶつかるかも知れないが，
多大な労力と時間が必要

TRIZ では
この方法はとりません

試行錯誤

従来の方法自分の問題
自分の問題の

解決策

問題を
モデル化

解決策の
具体化

40 の発明原理  等

モデル解

（一般解）

問題を抽象化

（一般式）

X

TRIZ の方法
TRIZ の
世界

従来の
世界

図 4　TRIZ の基本的な考え方　－解決策を得る方法－

ものです（図４）。二次方程式の解き方と同じで自分の

問題に対し試行錯誤で解を探すというやりかたはとりま

せん。

（2）TRIZ の構成とその内容

　問題の内容によっても，扱う人がそれをどのような切

り口で見るかによって様々な捉え方ができます。

　G. Altshuller は様々な切り口から問題を捉えて，それ

ぞれにモデル解を用意しています（図 5）。その代表的
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なものの概要を以下に示します。TRIZ の詳細は紙面の

都合上割愛しますが，次回（第 2回目）に課題解決実

践法 1）として整理した形で紹介します。

 ・技術的矛盾と 40 の発明原理

　何かを改善しようとすると別のところで支障をきた

す，いわゆるモグラ叩き的な状況（矛盾：あちらを立て

ればこちらが立たない）にある場合に，トレードオフな

しに解決する方法（40 の発明原理）が用意されています。

改善しようとする 39 個のパラメータとその時に悪化し

てしまう 39 個のパラメータとを組み合わせた時にどの

ような発明原理を用いたらよいかを与えてくれるのが「コ

ントラディクションテーブル」です。むやみに試行錯誤

することなく発明原理の観点で解決策が得られます。

 ・物理的矛盾と分離の法則

　上記の技術的矛盾のうち，改善したいパラメータと悪

化してしまうパラメータが同じパラメータである場合を

言い，この解決には「分離の法則」を用います。

 ・物質－場分析と 76 の標準解

　扱おうとする対象をシステムとして捉え，構成して

いるものとそれらの間にどのような力が働いているかを

考え，この力の過不足や，構成因子自体についても不要

なものが含まれていないか or 不足していないかを見る。

この解決のために 76 の標準解が用意されています。

 ・技術進化の法則と進化のパターン

　技術はランダムに改善されるのではなく生物学や社会

学的システムと同じように特定のパターンに従って「進

化」していると考える。進化のパターンに則って現在の

問題を含んだ状況から，より進化した形に移行させるこ

とで解決することができます。

 ・Effects と機能の逆引き辞書

　自分の問題に対してどのような科学的な原理・法則・

現象を利用できるか，機能の逆引き辞書を利用します。

（3） 初心者が簡便にそれなりの解決策をすばやく求める

－技術的矛盾解決法－

　詳細な検討をするには時間がない or 人手をかけられ

ない場合にTRIZの一部を簡便に用いることも可能です。

技術的問題の大半は技術的矛盾で捉えることが可能で

す。

　そこで上記技術的矛盾を更に改善し，13 個のパラメー

タの「新矛盾マトリックス 1」と 11 個のパラメータの

図 5　TRIZ の全体体系

TRIZ の全体体系

有益機能（ffects)

時系列で捉えた　
技術システムの進化
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76 の標準解の活用

コントラディクションテーブルの活用
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開発・改善
へ向けて

開発・改善
へ向けて

改善･開発へ向けて

改善へ向けて

39 のパラメータ
40 の発明原理

技術的矛盾
ARIZ（問題設定）

アルトシュラー
の観点

IFR，LP（Smart Little People) モデルの活用

理想の追求（ありたい姿）からの展開

★たくさんのモジュールで
　構成されている
★それぞれに解法を持って
　いる

あらゆる技術分野で過去にどのように進化し
　　ているかを学び，自分の問題に適用する

実例の活用と原理・法則からの展開
機能の逆引き辞書の活用

2 つの物質とその間の相互作用を記述する

Su-Field の分析
（物質－場分析）

「場」における物
質の相互作用

矛　盾

物理的矛盾

分割原理
非対称原理
複合材料原理
　　　　etc

分離の法則の活用

機能分析

技　

術　

的　

問　
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「新矛盾マトリックス 2」を用い，40 の発明原理を 25

の統合発明原理に整理して使いやすくした方法が提案さ

れています 4,5）。

3.3　きっちりとした解決策を求めるには

　上記（3）および図 5 に述べたいろんな切り口で問題

を捉え解決策を検討することで，きっちりとした解決策

を手に入れることが可能となります。しかしこの多くの

切り口（観点）で捉えきるのは大変なのでこれらを分か

りやすく再編して次回に課題解決実践法 1）として紹介

します。
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第 2 回　わかりやすい「課題解決実践法」

最高の結果をもっと早く手に入れたい方のための「課題

解決実践法」　（連載全 2 回）
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